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【手続補正書】
【提出日】平成21年1月16日(2009.1.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の無線ネットワークデバイスを含む無線ネットワークの無線ネットワークデバイス
であって、
　データパケットを送受信し、ビーコンを周期的に送信又は受信する無線周波数（ＲＦ）
送受信器と、
　該ＲＦ送受信器と通信し、前記ビーコンに基づいてグループ識別子及び局識別子を確定
し、前記無線ネットワークデバイスの前記グループ識別子及び前記局識別子並びに第２の
無線ネットワークデバイスから受信されたデータパケットに対応付けられたグループ識別
子及び局識別子に基づいて、デフォルトフレーム間間隔（ＩＦＳ）時間と第２のＩＦＳ時
間とのうちの一方を選択する制御モジュールと、
を具備する、無線ネットワークデバイス。
【請求項２】
　前記第２のＩＦＳ時間は、前記デフォルトＩＦＳ時間以下である、請求項１に記載の無
線ネットワークデバイス。
【請求項３】
　前記制御モジュールは、前記ビーコンに基づいてグループ識別子ｘ及び局識別子ｙを確
定する、請求項１に記載の無線ネットワークデバイス。
【請求項４】
　前記制御モジュールは、前記データパケットが、グループ識別子ｘ－１及び局識別子ｙ
を有する第２の無線ネットワークデバイスから受信される場合、前記第２のＩＦＳ時間を
選択する、請求項３に記載の無線ネットワークデバイス。
【請求項５】
　前記制御モジュールは、前記データパケットが、ｘ未満のグループ識別子及び局識別子
ｙを有する第２の無線ネットワークデバイスから受信される場合、前記第２のＩＦＳ時間
を選択する、請求項３に記載の無線ネットワークデバイス。
【請求項６】
　前記制御モジュールは、前記データパケットが、グループ識別子ｘ及びｙ以外の局識別
子を有する第２の無線ネットワークデバイスから受信される場合、前記デフォルトＩＦＳ
時間を選択する、請求項３に記載の無線ネットワークデバイス。



(2) JP 2006-203893 A5 2009.3.5

【請求項７】
　グループＩＦＳ時間は、前記グループ識別子に基づき、デルタＩＦＳ時間は、前記局識
別子に基づき、前記デフォルトＩＦＳ時間は、前記グループＩＦＳ時間と前記デルタＩＦ
Ｓ時間との合計である、請求項１に記載の無線ネットワークデバイス。
【請求項８】
　前記デバイスは、前記デフォルトＩＦＳ時間又は前記第２のＩＦＳ時間のうちの一方の
後にデータパケットを送信する、請求項１に記載の無線ネットワークデバイス。
【請求項９】
　前記無線ネットワークデバイスをアクティブモードと非アクティブモードとの間で移行
させる電源管理モジュールをさらに具備し、前記電源管理モジュールは、スケジュールさ
れたビーコン時間の前に、前記無線ネットワークデバイスを前記アクティブモードに移行
し、かつ前記ＲＦ送受信器がデータパケットを送信した後に、前記無線ネットワークデバ
イスを前記非アクティブモードに移行させる、請求項８に記載の無線ネットワークデバイ
ス。
【請求項１０】
　複数の無線ネットワークデバイスを含む無線ネットワークの第１の無線ネットワークデ
バイスでデータを送受信する方法であって、
　データパケットを送受信すること、
　ビーコンを周期的に送信又は受信すること、
　前記ビーコンに基づいてグループ識別子及び局識別子を確定すること、及び
　前記無線ネットワークデバイスの前記グループ識別子及び前記局識別子並びに第２の無
線ネットワークデバイスから受信されたデータパケットに対応付けられたグループ識別子
及び局識別子に基づいて、デフォルトフレーム間間隔（ＩＦＳ）時間と第２のＩＦＳ時間
とのうちの一方を選択すること
を含む、無線ネットワークデバイスでデータを送受信する方法。
【請求項１１】
　前記第２のＩＦＳ時間は、前記デフォルトＩＦＳ時間以下である、請求項１０に記載の
無線ネットワークデバイスでデータを送受信する方法。
【請求項１２】
　前記ビーコンに基づいてグループ識別子ｘ及び局識別子ｙを確定することをさらに含む
、請求項１０に記載の無線ネットワークデバイスでデータを送受信する方法。
【請求項１３】
　前記選択するステップは、前記データパケットが、グループ識別子ｘ－１及び局識別子
ｙを有する第２の無線ネットワークデバイスから受信される場合、前記第２のＩＦＳ時間
を選択することを含む、請求項１２に記載の無線ネットワークデバイスでデータを送受信
する方法。
【請求項１４】
　前記選択するステップは、前記データパケットが、ｘ未満のグループ識別子及び局識別
子ｙを有する第２の無線ネットワークデバイスから受信される場合、前記第２のＩＦＳ時
間を選択することを含む、請求項１２に記載の無線ネットワークデバイスでデータを送受
信する方法。
【請求項１５】
　前記選択するステップは、前記データパケットが、グループ識別子ｘ及びｙ以外の局識
別子を有する第２の無線ネットワークデバイスから受信される場合、前記デフォルトＩＦ
Ｓ時間を選択することを含む、請求項１２に記載の無線ネットワークデバイスでデータを
送受信する方法。
【請求項１６】
　グループＩＦＳ時間は、前記グループ識別子に基づき、デルタＩＦＳ時間は、前記局識
別子に基づき、前記デフォルトＩＦＳ時間は、前記グループＩＦＳ時間と前記デルタＩＦ
Ｓ時間との合計である、請求項１０に記載の無線ネットワークデバイスでデータを送受信
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する方法。
【請求項１７】
　前記デフォルトＩＦＳ時間又は前記第２のＩＦＳ時間のうちの一方の後にデータパケッ
トを送信することをさらに含む、請求項１０に記載の無線ネットワークデバイスでデータ
を送受信する方法。
【請求項１８】
　前記第１の無線ネットワークデバイスをアクティブモードと非アクティブモードとの間
で移行させ、該移行させるステップは、スケジュールされたビーコン時間の前に、前記第
１の無線ネットワークデバイスを前記アクティブモードに移行させることを含み、かつデ
ータパケットを送信した後に、前記無線ネットワークデバイスを前記非アクティブモード
に移行させることを含むことをさらに含む、請求項１７に記載の無線ネットワークデバイ
スでデータを送受信する方法。
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